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海洋発光細菌を用い た理科教材 の 開発
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【目的】環境中の微生物、とりわけ細菌に対 する適切な理 解は 、 円滑な産業活動や公 衆衛

生の 維持 、環境問題の 解決等 に とっ て 必須で ある， しか しなが ら、我が 国の
一

般的な理科

教育課 程の 中で 、 細菌は 「生態系内の分解者」 や 「病原体」、 あるい は 「バ イオ テ ク ノ ロ ジ

ーの 道具」 と して扱われ る こ とが多く、細菌の 生態や多様 な性質を 、 観察や実験 を通 して

体験 的に学ぶ機会は極め て希 で あ る． こ の よ うな状況を改善し
、 細菌 （微生物）に関す る

科学リテ ラシ
ーの 向上に貢献する こ とを 目指 して 、海洋発光細菌 を用い た理 科教材 を開発

し、実際の 教育現場で使用 した ．

【教材 の 構成 と実施】教材は 、 海洋か ら分離 した発光細菌株、液体培地 、 寒天 培地 、 希釈

用の塩溶液、試験管、
ス ポイ ト、 白金耳、ス プ レ ッ ダ

ー
な ど基本的な培養操作に必要 な物

の 他、応用実験に用い る試薬類 （炭酸水 、 ア ル ギ ン酸ナ トリウム 、塩化カル シ ウム 溶液 等）

か ら構成 されて い る．本教材の 最大の 特徴の
一

つ は 、強い 光 を放つ 発光細菌 を用い る こ と

で 、 培養 した 菌体を暗所で 容易 に確認で きる点に ある．培養 には海水 と同等の 塩分を含ん

だ培地 を使用するため 、 陸上細菌の 混入 に よる予期せ ぬ 汚染 （コ ン タ ミネー
シ ョ ン） を抑

制で きる こ と、ま た、海洋の 発光細菌は 真水 に さらす と浸透圧 が保てずに死滅す るの で 、

実験後の 殺菌処理 が容易なこ とも特徴に挙げられ る．2005年11月 7日〜 10日に東京大学附属

高等学校 、 理 科 （生物）の 授業で 、高校 3年生 を対象 に微生物の 取扱い （無菌操作等）に

関する実験実習を行い
、
2006年4月 26日には東京海洋大学の 応用微生物学実験におい て 、 学

部 3 年生を対象に授業を行 っ た ．授業を受けた学生へ の ア ン ケ
ー

トの 結果 、 本教材が微生

物学実験 の導入 として 、 概ね適当で ある との 評価を得た．
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